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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月27日(2013.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板に、圧電層と電極層を有する圧電素子が固定された振動体であって、
　前記圧電素子が、前記圧電素子と前記基板の間に設けられたガラス粉末を含む接合層を
介し、前記基板に固定されていることを特徴とする振動体。
【請求項２】
　前記接合層が、前記圧電層と同一成分または主成分が同じ化合物で形成されていること
を特徴とする請求項１に記載の振動体。
【請求項３】
　前記ガラス粉末には、酸化ケイ素、酸化ボロンが含まれるほか、添加物が加えられてい
ることを特徴とする請求項１に記載の振動体。
【請求項４】
　前記基板は、セラミックスまたは金属で形成されていることを特徴とする請求項１乃至
３のいずれか１項に記載の振動体。
【請求項５】
　前記基板を形成するセラミックスが、アルミナ、またはアルミナを主成分としジルコニ
アを添加したセラミックスであることを特徴とする請求項４に記載の振動体。
【請求項６】
　前記基板を形成する金属が、ステンレス鋼であることを特徴とする請求項４に記載の振
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動体。
【請求項７】
　前記圧電層は、ジルコン酸鉛とチタン酸鉛を主成分として形成され、
前記電極層は、銀とパラジウムを主成分として形成されていることを特徴とする請求項１
乃至６のいずれか１項に記載の振動体。
【請求項８】
　前記圧電層は、チタン酸バリウムを主成分として形成され、
前記電極層は、銀を主成分として形成されていることを特徴とする請求項１乃至６のいず
れか１項に記載の振動体。
【請求項９】
　前記圧電素子は、前記圧電層および前記電極層とが交互に積層されて構成されているこ
とを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の振動体。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか１項に記載の振動体を駆動動力源として備えていることを特
徴とする振動波アクチュエータ。
【請求項１１】
　圧電層と電極層を有する圧電素子を、基板に固定して振動体を製造する振動体の製造方
法であって、
　前記基板にセラミックスまたは金属で形成された基板を用い、前記基板上にガラス粉末
を含む接合層を形成する工程と、
　前記接合層を形成する工程で形成された接合層上に、前記圧電素子を形成する工程と、
　前記基板と前記接合層と前記圧電素子とを、同時に焼成してこれらを一体化する工程と
、
　を有することを特徴とする振動体の製造方法。
【請求項１２】
　前記接合層が、前記圧電層と同一成分または主成分が同じ化合物で形成されていること
を特徴とする請求項１１に記載の振動体の製造方法。
【請求項１３】
　前記接合層を形成する工程は、前記ガラス粉末を含む圧電材料ペーストを前記基板上に
塗布して形成する工程を含むことを特徴とする請求項１１または１２に記載の振動体の製
造方法。
【請求項１４】
　前記接合層を形成する工程は、更に、前記塗布された圧電材料を加熱する工程を含むこ
とを特徴とする請求項１３に記載の振動体の製造方法。
【請求項１５】
　前記圧電材料ペーストの塗布は、スクリーン印刷法を用いて行うことを特徴とする請求
項１３または１４に記載の振動体の製造方法。
【請求項１６】
　前記ガラス粉末には、酸化ケイ素、酸化ボロンが含まれるほか、添加物が加えられてい
ることを特徴とする請求項１１乃至１５のいずれか１項に記載の振動体の製造方法。
【請求項１７】
　前記基板は、セラミックスまたは金属で形成されていることを特徴とする請求項１１乃
至１６のいずれか１項に記載の振動体の製造方法。
【請求項１８】
　前記基板を形成するセラミックスが、アルミナ、またはアルミナを主成分としジルコニ
アを添加したセラミックスであることを特徴とする請求項１７に記載の振動体の製造方法
。
【請求項１９】
　前記基板を形成する金属が、ステンレス鋼であることを特徴とする請求項１７に記載の
振動体の製造方法。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の振動体は、基板に、圧電層と電極層を有する圧電素子が固定された振動体であ
って、
　前記圧電素子が、前記圧電素子と前記基板の間に設けられたガラス粉末を含む接合層を
介し、前記基板に固定されていることを特徴とする。
また、本発明の振動体の製造方法は、圧電層と電極層を有する圧電素子を、基板に固定し
て振動体を製造する振動体の製造方法であって、
　前記基板にセラミックスまたは金属で形成された基板を用い、前記基板上にガラス粉末
を含む接合層を形成する工程と、
　前記接合層を形成する工程で形成された接合層上に、前記圧電素子を形成する工程と、
　前記基板と前記接合層と前記圧電素子とを、同時に焼成してこれらを一体化する工程と
、
　を有することを特徴とする。
また、本発明の振動波アクチュエータは、上記した振動体を駆動動力源として備えている
ことを特徴とする。
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